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１ アセットマネジメント計画とは 

１－１ 計画の趣旨 

 

１－２ さまざまな状況変化への対応 

 ※1 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：ＩＣＴ・ＡＩ等を活用した運転操作技術、

維持管理情報の共有システム等の導入など 

 ※2 カーボンニュートラル：設備更新時の省エネ設備の導入、電気使用量の抑制など 



 

２ 50 年間の建設事業費

表 1 50 年間の主要事業 

分類 事業名 主な内容 事業費 

老朽化対策 

2,571 億円 

老朽管更新事業 

1,871 億円 

老朽管の更新 1,817 億円 

配水区域再編に向けた既設管路の増径、バルブ整備 54億円 

施設更新事業 

700 億円 

老朽化施設の更新 690 億円 

自己水源の有効活用に向けた休止中井戸の再整備 10億円 

耐震化事業 

295 億円 

管路耐震化事業 基幹管路※1の耐震化（耐震管による更新、継手補強） 286 億円 

施設耐震化事業 基幹構造物※2の耐震化（耐震施設への更新、耐震補強） 9億円 

拡張事業 

235 億円 

配水管布設事業 

229 億円 

新規給水要望への対応 204 億円 

新清掃工場関連、道路築造に伴う配水管の新規布設 8億円 

自己水源の有効活用に向けた導水管の新規布設 17億円 

施設整備事業 

6億円 

新清掃工場関連に伴うポンプ場等の整備 4億円 

自己水源の有効活用に向けた水源整備 2億円 

3分類 6事業 － 3,102 億円※3 

※1 基幹管路：導水管、送水管、配水本管（口径 400㎜以上の配水管） 

※2 基幹構造物：取水施設、浄水施設、配水池などの土木、建築構造物 

※3 表示単位未満を四捨五入しているので内訳と合計が一致しない 

 

 

図 1 50 年間の建設事業費 
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３ 個別事業の概要と整備方針 

３－１ 老朽化対策（2,571 億円） 

３－１－１ 老朽管更新事業（1,871 億円） 

●老朽管の更新（1,817 億円） 

 

 
※ 実耐用年数：管路の腐食に影響を及ぼす条件をもと

に算定し、管路を更新する目安として本市独自に設定し

た年数 
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図 2 管路構成（イメージ図） 

※1 地盤 管路が腐食しにくい地盤 … 三方原台地など 

管路が腐食しやすい地盤 … 湖沼の埋立地など 

※2 ポリエチレンスリーブ … 埋設する管に被覆し埋設土壌と管の直接の接触を断つことにより、管

の防食を行うもの 

※3 管種  ＣＩＰ … 鋳鉄管          ＤＩＰ … ダクタイル鋳鉄管 

      ＳＰ  … 鋼管           ＶＰ  … 硬質塩化ビニル管 

      ＧＸ  … ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管  ＨＰＥ … 水道配水用ポリエチレン管 

表 3 実耐用年数一覧 



 

 

表 4 事故時被害リスクに応じた保全手法 

区分 対象 リスク 方針 

予防保全 
基幹管路※1 

中口径管路※2 

 復旧時間が長時間に及び、

市民生活に大きな影響を及

ぼす 

 漏水時の水量損失が大きい 

 基幹管路は、耐震化による積極的な更新 

 中口径管路は、被害リスク、実耐用年数、

管種等を考慮し、優先順位を付けて更新 

事後保全 小口径管路※3 
 漏水時の被害範囲が限定的 

 復旧時間が短時間で済む 

 更新よりも安価な事故発生後の修繕対

応を基本 

 簡水利用管などの漏水頻発地区につい

ては面的に更新 

※1 基幹管路：導水管、送水管、配水本管（口径 400 ㎜以上の配水管） 

※2 中口径管路：口径 100 ㎜以上 350 ㎜以下の管路   ※3 小口径管路：口径 75 ㎜以下の管路 

 

 

表 5 管路更新の優先順位 

管路種別 重要路線※1 重要給水施設※2 漏水頻発地区 その他 

基幹管路 Ａ 

配
水
支
管 

実
耐
用
超
過
年
数 

40 年以上 Ａ 

30 年以上 40年未満 Ａ Ｂ 

20 年以上 30年未満 Ａ Ｂ 

10 年以上 20年未満 Ａ Ｂ 

10 年未満 Ａ Ｂ Ｃ 

中口径経年管路 Ｂ Ｃ 

小口径経年管路 Ｂ Ｃ 

※1 重要路線：国道 1号、東海道本線や遠鉄西鹿島線、天竜浜名湖鉄道の軌道下 

※2 重要給水施設：救護病院（透析病院含む）や応急救護所など 

 

 

 

 

 

 

優先順位指標値

優先順位
市民へ与える

影響（事故時）
復旧時間
（期間）

更新時期 保全手法

A 甚大 数日 先行（前倒し） 予防保全（積極的更新）

B 大 1日程度 基準どおり 予防保全（計画的更新）

C 小 数時間程度 延長（先送り） 事後保全（修繕対応）



 

 

 

 

表 6 旧計画における管路老朽度の推移 

 
H26 

（実績） 
R6 R16 R26 R36 R46 

管路全体 13％ 13％ 21％ 32％ 36％ 35％ 

基幹管路 1％ 1％ 1％ 1％ 1％ 1％ 

中口径管路 2％ 2％ 2％ 2％ 2％ 2％ 

小口径管路 10％ 10％ 18％ 29％ 33％ 32％ 

 

表 7 本市が保有する管路延長と管路老朽度の実績（令和 2 年度） 

 管路延長 
実耐用年数を超過 

した管路延長 
管路老朽度 旧計画との差 

管路全体 ① 5,516 ㎞ ② 873.5 ㎞ 15.8％（②／①） ＋2.8％ 

基幹管路 393 ㎞  ③  26.7 ㎞ 0.5％（③／①） －0.5％ 

中口径管路 2,775 ㎞ ④ 146.3 ㎞ 2.7％（④／①） ＋0.7％ 

小口径管路 2,348 ㎞ ⑤ 700.5 ㎞ 12.7％（⑤／①） ＋2.7％ 

※ 表中の延長は、令和２年度末時点のマッピングデータの集計による。 

 



 

 

 

表 8 老朽管等更新事業費と管路更新延長（旧計画と実績） 

 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

老朽管更新事業費（旧計画）億円 ① 8.8 9.6 13.8 12.5 10.7 14.5 

老朽管更新事業費（実績）億円  ② 8.8 9.6 12.7 10.5 12.4 16.4 

旧計画に対する投資比率  ②／① 100％ 100％ 92％ 84％ 116％ 113％ 

管路更新延長（旧計画）㎞    ③ 23.4 26.3 25.8 39.6 32.7 43.4 

管路更新延長（実績）㎞     ④ 23.4 26.2 30.0 29.6 28.4 25.9 

旧計画に対する更新比率  ④／③ 100％ 99％ 116％ 75％ 87％ 60％ 

 

 

表 9 管路の漏水事故割合と低品質管路割合の推移（実績） 

 H26 

⇒ 

R1 

管路の漏水事故割合※1 件／100 ㎞ 1.6 0.8 

低品質管路の割合※2 37％ 33％ 

※1 管路の事故割合：（管路の事故件数）／（管路総延長／100） 

※2 低品質管路の割合：（鋳鉄管、硬質塩化ビニル管の延長）／（管路総延長）×100 

 



 

●配水区域再編に向けた既設管路の増径、バルブ整備 54 億円 

 

 
図 3 大原、常光、深萩配水区域の基幹管路 バルブ整備路線図 

 

深萩配水場 

大原浄水場 

常光浄水場 

バルブ整備路線 

～計画見直しの主な内容～ 

老朽管更新事業 1,871 億円 251 億円（5.0 億円／年）増額  

700 億円増額

100 億円増額

54 億円増額 

603 億円減額

※ 不用管路：布設替えをすることで不用となる既設管路。 



 

３－１－２ 施設更新事業（700 億円） 

●老朽化施設の更新 690 億円 

 
  表 10 50 年間に更新を迎える主要施設 

主要施設名 更新時期 現状規模・規格 
更新時規模・規格 

（計画） 

大原浄水場（1 期） 第 1・2 配水池 R11～17 12,500  ×2 池 10,000  ×1 池 

大原浄水場（2 期） 1 系浄水施設 R17～27 100,000  ／日 60,000  ／日 

大原浄水場（3 期） 第 3・4 配水池 R33～39 25,000  ×2 池 25,000  ×1 池 

大原浄水場（4 期） 2 系浄水施設 R39～44 50,000  ／日 40,000  ／日 

住吉配水場 配水池 R28～33 3,000   1,000   

常光浄水場 取水・浄水・配水池 R29～43 50,000  ／日 50,000  ／日 

深萩配水場 配水池 R41～46 12,000   10,000   

都田配水場 配水池 R45～46 12,000   12,000   

宮口配水場 配水池 Ｒ32～33 800   500   

瀬戸配水場 配水池 Ｒ32～34 2,000   1,000   

白山配水場 配水池 Ｒ42～43 1,500   500   

三ヶ日配水場 第 2 配水池 Ｒ45～46 2,000   1,000   

笹岡配水場 配水池 Ｒ35～36 860   500   

 

  

 

 
［参考］浄水施設（沈澱池） ［参考］配水池 



 

 

 

 

表 11 施設整備の基本方針 

整備方針 内容 

効率性 
①施設の有効活用 施設台帳システムの整備 

②日常運転効率の向上 配水区域の再編・施設統廃合の実施 

安全性 
③耐震性能の向上 基幹構造物の耐震化 

④水道水質の安全保持 塩素注入設備や水質計測設備の計画的更新 

安定性 
⑤浄水安定性の向上 監視・運転制御システムの計画的更新 

⑥配水安定性の向上 ポンプ設備の計画的更新 

 

 
［参考］ポンプ設備 



 

●自己水源の有効活用に向けた休止中井戸の再整備 10 億円 

 
表 12 有効活用が見込まれる水源一覧 

 水源名称 地区名 整備内容 現状の水源情報 

1 平口水源 浜北 
大原浄水場へ導水するため既存

施設を改良する 

5 井のうち 3 井が H23 から稼働

停止 

2 大園水源 天竜 
皆原配水区域を編入するため深

井戸を拡充整備する 
1井のみの稼働で供給している 

3 船明水源 天竜 
皆原配水区域を編入するため深

井戸を拡充整備する 
1井のみの稼働で供給している 

4 湖東水源 細江 
瀬戸配水池へ導水するため既存

施設を改良する 

配水区域再編に伴い不用となる

深井戸 

5 鮎ヶ瀬水源 三ヶ日 
三ヶ日配水場へ導水するため既

存施設を改良する 
H16 から稼働停止 

6 岡本水源 三ヶ日 
三ヶ日配水場へ導水するため既

存施設を改良する 

3 井のうち 3 井が H16 から稼働

停止 

7 東部水源 三ヶ日 
都筑配水場へ導水するため既存

施設を改良する 
H23 から稼働停止 

※ 1、5～7の水源については、揚水量や水質を調査したうえで使用可能であれば整備して活用する 

 

～計画見直しの主な内容～ 

施設更新事業 700 億円 1億円（200 万円／年）増額  

41 億円増額

10 億円増額 

50 億円減額



 

３－２ 耐震化事業（295 億円） 

３－２－１ 管路耐震化事業（286 億円） 

●基幹管路の耐震化 286 億円 

 

 
表 13 基幹管路の耐震適合率の推移（変更後） 

年度 平成 23年度 
⇒ 

令和 2年度 
⇒ 

令和 10年度 

耐震適合率 49.5％（着手時点） 76.9％（実績） 100％（目標） 

※ 100％を目指す基幹管路は、事業開始時点において対象とした基幹管路であり、市内全域の基幹管路

ではない。（平成 29年度に統合した簡易水道事業は含まない。） 

 

 

～計画見直しの主な内容～ 

管路耐震化事業 286 億円 17 億円（3,400 万円／年）増額  

 

17 億円増額 

［参考］継手補強 



 

３－２－２ 施設耐震化事業（9 億円） 
●基幹構造物の耐震化 9 億円 

 
   表 14 基幹構造物の耐震化一覧 

施設種別 施設名 地区名 耐震化の内容 

取水施設 

常光深井戸 浜松 ポンプ室の耐震補強 

常光水源（天竜川伏流水） 浜松 水管橋の耐震補強 

大園水源 天竜 ポンプ室、滅菌室の耐震補強 

三ケ日水源 三ケ日 ポンプ室の改築、井戸の嵩上げ 

浄水施設 大原 2系沈澱池 浜松 整流壁の耐震補強 

配水池 

犬居配水池 天竜 配水池の改築 

稲荷配水池 天竜 配水池の改築 

平山送水ポンプ場 三ケ日 ポンプ室の改築 

 

表 15 基幹構造物の耐震化率（令和 2年度） 
 

浄水施設の耐震化率 26.7％ 

配水池の耐震化率 84.9％ 

 

 

 

～計画見直しの主な内容～ 

施設耐震化事業 9 億円

1億円増額 

←壁面の厚さを増強 

←コンクリート継手部 
の連結 

［参考］耐震補強前の沈澱池 

［参考］耐震補強後の沈澱池 



 

３－３ 拡張事業（235 億円） 

３－３－１ 配水管布設事業（229 億円） 

●新規給水要望への対応 204 億円 

 

表 16 新規給水要望件数の見通し 

年度 平成 22年度 
⇒ 

平成 27～令和元年度 
⇒ 

令和 46年度 

要望件数 284 件（実績） 193 件（5ヶ年実績平均） 105 件（見込み） 

 

●新清掃工場関連、道路築造に伴う配水管の新規布設 8 億円 

 

 
図 7 送配水管整備箇所 位置図 

 

新清掃工場 

送水管φ100×3.2㎞ 

配水管φ50～150×7.3 ㎞ 



 

●自己水源の有効活用に向けた導水管の新規布設 17 億円 

 
表 17 有効活用が見込まれる水源一覧 

 水源名称 地区名 導水管整備内容 水源情報 

1 半田水源 浜松 φ300×0.3 ㎞ 水源予定地として用地のみ確保している 

2 平口水源 浜北 φ300×3.0 ㎞ 5 井のうち 3井が H23から稼働停止 

3 湖東水源 細江 φ200×4.1 ㎞ 配水区域再編に伴い不用となる深井戸 

4 鮎ヶ瀬水源 三ケ日 φ200×1.2 ㎞ H16 から稼働停止 

5 岡本水源 三ケ日 φ250×1.0 ㎞ 3 井のうち 3井が H16から稼働停止 

6 東部水源 三ケ日 φ100×2.8 ㎞ H23 から稼働停止 

  ※ 湖東水源以外については、揚水量や水質を調査したうえで使用可能であれば整備して活用する 

 

～計画見直しの主な内容～ 

配水管布設事業 229 億円 59 億円（1.2 億円／年）減額  

80 億円減額 

4 億円増額 

17 億円増額 



 

３－３－２ 施設整備事業（6 億円） 

●新清掃工場関連に伴うポンプ場等の整備 4 億円 

 
 

 

 

●自己水源の有効活用に向けた水源整備 2 億円 

 

～計画見直しの主な内容～ 

施設整備事業 6 億円 4億円（800 万円／年）増額  

2 億円増額

2億円増額

新清掃工場 

中継ポンプ場 

供給元ポンプ場（四大地配水池） 

図 8 ポンプ場整備箇所 位置図 



 

 

４ 管路老朽度と 50 年間の維持管理費 

４－１ 管路老朽度の見通し 

 
表 18 管路老朽度の見通し 

 R6 R16 R26 R36 R46 

管路全体 18％ 24％ 32％ 38％ 38％ 

基幹管路 1％ 1％ 1％ 1％ 1％ 

中口径管路 2％ 2％ 2％ 2％ 2％ 

小口径管路 15％ 21％ 29％ 35％ 35％ 

 

４－２ 50 年間の維持管理費 

 

50 年間の維持管理費  885 億円（年間 18 億円：管路 7億円、施設 11 億円） 
 

（百万円）

H27～R6 R7～R16 R17～R26 R27～R36 R37～R46 50年間合計 50年平均

13,281 16,217 18,557 20,023 20,437 88,514 1,770

配給水管維持管理費 3,834 5,020 7,360 8,826 9,240 34,279 686

施設管理運営費 9,447 11,197 11,197 11,197 11,197 54,235 1,085

維持管理費（百万円）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 定期点検：日常点検では確認困難な損傷・劣化の有無や程度を詳細に把握するための点検 

表 19 50 年間の維持管理費 

～計画見直しの主な内容～ 

維持管理費 885 億円 140 億円（2.8 億円／年）増額  

 

140 億円増額



 

５ アセットマネジメントのＰＤＣＡサイクル 
 

 

Plan 
 

①アセットマネジメント 

計画の策定 
 

〇50 年間の投資計画 

〇50 年間の財政計画 

 

Action 
  

  

 ④アセットマネジメント

計画の見直し 
 

 〇作成根拠の見直し 

〇前提条件の見直し 

Do 
 ②アセットマネジメント 

計画の実施 
 

〇経営プランによる実行 

Check 
③アセットマネジメント計画

の評価 

〇作成根拠の整理 

〇前提条件の変化の確認 

 
①Plan  10 年間の事業計画の策定 

②Do   事業の実施 

③Check  目標・事業進捗の達成度の評価 

④Action 次年度事業計画への反映、改善 

Plan Do 

Check Action 

経営プラン 



 

６ 財政シミュレーション 
 

 

 

 

 
※1 地方公営企業の施設建設、改良等に要する資金に充てるために起こす地方債。 

※2 企業債残高を抑制するため、企業債償還金（支出）より借入金（収入）を低く保つこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※3 アセットマネジメント計画を実施する場合における経常収益の必要額。 

※4 必要となる経常収益を確保するための増加率で、当該年度に増収しなかった場合に対する割合を表す。  

 

表 20 財政シミュレーション 
単位 百万円（税込）

市水道事業会計
事業期間合計
（H27~R46)

必要となる経常収益※3 710,139

R5 +5% R10 +8% R20 +5% R30 +4% R40 +3% H27~R46

R15 +7% R25 +4% R35 +4% R45 +3% 149.9%

必要となる経常費用 640,573

経常損益 69,566

建設事業費 310,168

市水道事業会計 H26末 H26末vsR46末

資金残高 10,604 △ 9,340

経常収益増収率※4

15,090 12,946

68,000

127,062

9,382

117,681 121,837 129,063 134,300 137,692

14,748

R37～R46
合計

136,585 146,464 149,390 150,638

1,292 1,250

H27～R6
合計

1,467

17,401

R7～R16
合計

R17～R26
合計

R27～R36
合計

1,264

R6末 R16末 R26末 R36末

51,568 59,900 64,200 66,500

R46末

3,873



 

 

 


